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今
号
で
は
、
６
月
２
６
日(

金) 

に
県
公
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

『
栃
木
県
に
お
け
る
指
定
廃
棄
物

の
保
管
農
家
の
負
担
軽
減
策
に
関

す
る
市
町
長
会
議
』
と
、
福
島
県 

大
熊
町
・
双
葉
町
に
あ
る
『
除
染

土
及
び
特
定
廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵

施
設
』
の
視
察
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。 

環
境
省
は
、
６
市
町
（
日
光

市
、
那
須
町
、
大
田
原
市
、
矢
板

市
、
那
須
塩
原
市
、
那
珂
川
町
）

が
暫
定
集
約
案
に
合
意
し
た
平
成

３
０
年
１
１
月
以
来
、
約
１
年
７

ヶ
月
ぶ
り
に
こ
の
会
議
を
開
催
。 

各
６
市
町
の
首
長
ほ
か
、
石
原

宏
高
環
境
副
大
臣
や
福
田
富
一
栃

木
県
知
事
ら
が
出
席
し
た
。 

久
々
開
催
さ
れ
た 関

係
６
市
町
会
議 昨

年
７
月
か
ら
１
１
月
に
は
、

暫
定
集
約
に
向
け
た
検
討
に
あ
た

り
、
指
定
廃
棄
物
を
保
管
す
る
農

家
１
２
３
名 

１
４
６
ヶ
所
全
て

の
放
射
能
濃
度
の
再
測
定
が
実
施

さ
れ
、
今
年
３
月
に
発
表
さ
れ
た

結
果
で
は
、
重
量
で
８
割
を
超
え

る
も
の
が
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。 

矢
板
市
が
ま
ず   指

定
解
除
の
方
向
へ 矢

板
市
は
、
基
準
値
８
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
を
下
回
っ
た
指
定
廃
棄

物
に
つ
い
て
、
指
定
解
除
に
向
け

て
環
境
省
と
の
協
議
に
応
じ
る
考

え
を
明
ら
か
に
し
た
。 

矢
板
市
長
は
暫
定
集
約
の
保
管

場
所
選
定
が
難
航
し
て
長
期
化
を

し
た
場
合
、
一
時
保
管
す
る
農
家

の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
を
懸
念

し
、
基
準
値
を
下
回
っ
た
市
内
の

農
家
４
軒
の
う
ち
３
軒
が
風
評
被

害
等
を
理
由
に
指
定
解
除
へ
向
け

た
協
議
に
応
じ
る
意
向
だ
と
い
う

こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。 

矢
板
市
は
こ
れ
ら
を
理
由
に
、 

 

①
指
定
解
除
し
た
廃
棄
物
は 

焼
却
処
分
を
し
な
い 

 

 

②
処
理
に
は
環
境
省
が
技
術
的 

 
 

及
び
予
算
的
な
支
援
を
す
る 

  

な
ど
の
条
件
を
も
っ
て
、
指
定

解
除
に
向
け
て
は
環
境
省
・
市
・

保
管
農
家
の
３
者
で
個
別
協
議
に

応
じ
る
考
え
を
示
し
た
。 

 

一
方
で
環
境
省
は
、
暫
定
集
約

に
向
け
た
方
針
を
提
示
し
、
保
管

場
所
の
候
補
地
と
し
て
は
、
留
意

す
べ
き
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲

げ
、
協
議
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

を
示
し
た
。 

暫
定
集
約
の
保
管
場
所 

選
定
で
留
意
す
る
４
点 

今
回
の
会
議
で
環
境
省
が
提
案
し

た
『
暫
定
保
管
場
所
の
選
定
の
考
え

方
』
で
は
、
次
の
４
点
に
留
意
し

て
、
暫
定
保
管
場
所
の
選
定
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

①
自
然
災
害
の
お
そ
れ 

  

地
滑
り
、
洪
水
、
地
震
等
の 

 

リ
ス
ク
を
考
慮 

 

 

②
自
然
環
境
の
保
全 

 
 

 

 
 

特
に
優
れ
た
自
然
環
境
の 

 
 

保
全
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮 

 

③
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念 

 

物
等
の
保
護 

  

遺
跡
等
の
保
護
に
及
ぼ
す
影
響 

を
考
慮 

 ④
必
要
面
積
の
確
保
等 

  
保
管
量
等
を
踏
ま
え
た
必
要
面 

積
、
公
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
等 

を
確
保 

 環
境
省
は
こ
れ
ら
に
留
意
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
、
暫
定
保
管
場

所
の
選
定
を
協
議
し
て
い
く
と
し
て

い
る
。 

最
終
処
分
場
を
県
内
１
ヶ
所 

に
整
備
す
る
方
針
は
堅
持 

 

７
月
２
１
日
に
は
、
暫
定
集
約
に

向
け
、
環
境
省
と
関
係
市
町
の
個
別

協
議
が
開
始
。
那
須
塩
原
市
と
矢
板

市
が
、
指
定
解
除
も
含
め
た
動
き
へ

協
議
を
始
め
た
。
他
の
日
光
市
、
大

田
原
市
、
那
須
町
、
那
珂
川
町
の
４

市
町
に
お
け
る
協
議
は
、
ま
だ
未
定

と
な
っ
て
い
る
。 

 

６
月
の
会
議
で
は
那
珂
川
町
は
指

定
解
除
に
対
し
て
は
慎
重
姿
勢
を
示

し
て
お
り
「
あ
く
ま
で
も
国
主
導
で

や
っ
て
い
く
べ
き
」
と
い
う
考
え
を

見
せ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
石
原
宏
高
環
境
副
大

臣
は
、
「
指
定
解
除
へ
の
意
見
が
出
た

こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、
指

定
解
除
し
た
か
ら
と
い
っ
て
国
の
責

任
は
変
わ
ら
な
い
。
県
や
各
市
町
の

考
え
を
伺
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

て
い
る
。 

 

暫
定
集
約
に
向
け
た
動
き
や
、
指

定
解
除
に
向
け
た
動
き
が
次
第
に
出

て
き
た
が
、
国
は
未
だ
に
最
終
処
分

場
を
県
内
１
ヶ
所
に
整
備
す
る
と
い

う
方
針
は
変
え
て
い
な
い
。 

 

町
は
、
環
境
省
が
選
定
し
た
詳
細

調
査
候
補
地
を
既
に
返
上
し
て
お

り
、
最
終
処
分
場
の
建
設
に
関
し
て

は
「
白
紙
撤
回
」
を
求
め
る
ス
タ
ン

ス
に
変
わ
り
は
な
い
。 
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このような大型ダンプで、毎日搬出・搬入を行います。この日は 2,500台ほどが搬入したとのことです。 

帰還困難区域では外を歩くことは規制され、無人の住居は全てシャッターで封鎖されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

施設周辺の空間線量は、塩谷町よりも遙かに高い量です。平均して 0.8～1.0マイクロシーベルト程です。 

中間貯蔵工事情報センターはきれいな施設で、大熊町・双葉町の紹介コーナーもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間貯蔵工事を行っている施設の目の前には福島第一原子力発電所があり、この広大な施設は福島第一原子

力発電所を挟むように、大熊町と双葉町に跨がって建設されています。 

次々と施設には除染土や特定廃棄物が搬入され、受け入れ分別をしてベルトコンベアで各工区へ移送し、 

埋立貯蔵します。あちこちに桁違いの量のフレコンバッグが保管されており、想像を絶する数と量でした。 

３０年のうちに、またこれを福島県外に運び出して最終処分するとされていますが、莫大な量の除染土や廃

棄物を掘り起こして県外へ全て運びここを原状回復するということは、現実味が感じられないものでした。 

 

 

 

 

８月２８日（金）に対策班職員２名が出張視察をしてきました、 
福島県大熊町・双葉町にある、除染土等の「中間貯蔵施設」 
の様子について、写真付きで一部をお知らせいたします。 

お知らせ：昨年度まで総務課所属でありました「指定廃棄物処分場対策班」は、 
今年度より「住民課所属」に切り替わりました。（※事務室は変わりません） 


